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【2022-23 クラブ役員】
会 長 中村 吉孝
副会長 小林 文彦
書 記 山口 直樹
会 計 宮内 友弥

ワイズメンズクラブ紹介ページ 東京武蔵野多摩クラブWEBページ Facebookページ

東京武蔵野多摩ワイズメンズクラブ
東京ＹＭＣＡ西東京コミュニティーセンター内 〒186-0002東京都国立市東1-4-20-1021

２０２２年７月１日発行 ２０２２年７月号（通算２６２号）

【 2022～2023主題 】
国際会長 Samuel Chacko (India)

主題：”Into the next 100 Years with FELLOWSHIP & IMPACT”

「フェローシップとインパクトで次の100年へ」
スローガン：”BEYOND SELF and BE THE CHANGE” 「自己を超えて、変化を起こそう」

アジア太平洋地域会長 Chen Ming Chen (Taiwan)

主題： “Elegantly Change with New Era” 「新しい時代とともに、エレガントに変化を」
スローガン： “Doing It Right Now” 「今すぐ実行を」

東日本区理事 佐藤 重良（甲府21）
主題： “Let's act now for the future”「未来に向けて今すぐ行動しよう」
スローガン： “Do something for someone and have an enjoyable club life for yourself !”

「誰かのために奉仕して 自分のための楽しいクラブライフを!」
あずさ部長 後藤 明久（富士五湖）

部長主題：『ワイズへの参加と交流を楽しもう』
副 主 題：とにかく参加しよう、リアルとズームで行動し発信しよう

東京武蔵野多摩会長 中村 吉孝
会長主題：「未来に向けて、まずは会員増強から」

2022年

７月の聖句
「夜をつかさどる月と星を造った方に感謝せよ」（詩編 第136編9節）

ワイズメンズクラブモットー
強い義務感をもとう 義務は全ての権利に伴う

ワイズの信条
1.自分を愛するように隣人を愛そう
1.青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう
1.世界的視野をもって国際親善を図ろう
1.義務を果たしてこそ権利が生ずる事を悟ろう
1.会合には出席第一、社会には奉仕第一を旨としよう

ワイズメンズクラブの目的

1.個人的にもまたクラブとしても、その奉仕活動を通じてＹＭＣＡの活動を支援する

2. ワイズメンにふさわしい他の団体を支援する

3. 地域社会や国際的な問題に関心を持ち、一党一派に偏らない正義を追求する

4 .宗教・社会・経済・国際などの諸問題について会員達を啓発し、積極的に参加させる

5. 健全な交友関係を作り出す

6. この協会の国際・地域・区の事業を支援する。

強調月間：ｷｯｸｵﾌ change PR

日時：7月13日（水）

19：00～20：40

会場：西東京センターおよびZOOM

〈プログラム〉

司会：小林

＊開会挨拶、点鐘：中村会長

＊聖句朗読・説明：江夏

＊ゲスト、ビジター、メンバー紹介

＊卓話 岩本拓 氏

「オーラルケアのお話し」

＊ハッピーバースデー

＊連絡、報告、にこにこ

＊閉会挨拶、点鐘：中村会長

７月例会の予定 ６月例会報告

出席者 ９名

在籍者 １０名

メーキャップ ０名

出席率 ９０％

ゲスト（リーダー） ０名

ビジター ０名

メネット・コメット ０名

にこにこ ４５００円

＊７月のハッピー・バースデー

なし

ＩＢＣ

Tsim Sha Tsui Y‘s Men’s Club（香港）

Seoul Han Yang Club（韓国）

ＤＢＣ

神戸学園都市ワイズメンズクラブ

http://comeon.ys-east.or.jp/?utm_source=qr&utm_medium=lp&utm_campaign=lp_tokyomusashinotama
http://tmtys.com/
https://www.facebook.com/ys.TokyoMusashinoTama/
http://comeon.ys-east.or.jp/?utm_source=qr&utm_medium=lp&utm_campaign=lp_tokyomusashinotama
http://tmtys.com/
https://www.facebook.com/ys.TokyoMusashinoTama/


＜2021-2022年度 表彰＞

今年度の会長主題は「未来に向けて、まずは会員増強から」としました。本

来、ワイズメンズクラブとYMCAの活動はチャンスの宝庫であるはずです。何

気なく参加したワイズの例会やYMCAの講演会で、思いがけず心を動かされる

お話を聞く事ができたり、深い親交を結ぶ友人ができた経験が皆さんにもある

はずです。しかしながら現在の東京武蔵野多摩クラブは、東京YMCA西東京セ

ンターの通常プログラムの全面中止により、従来の活動を縮小せざるを得ない

大きな困難と直面しています。

そのような中、私たちの素晴らしい活動を取り戻していくには、まずはクラ

ブ運営の原動力である会員の増強に力を入れていくことが大切です。そのため

にできることをクラブメンバーの皆さんと共に考え、実行していきます。

重点目標

・魅力ある卓話者の設定により例会プログラムを充実し、同時に入会候補者を積極的に招待すること

・休会メンバーにも声をかけ、例会への参加を促すこと

・東京YMCA西東京センターの今後の運営動向を把握し、新たな拠点作り等において、クラブとして

積極的に支援を行うこと

事業等

・東京武蔵野多摩クラブ40周年記念誌の発行

・健康増進カフェ実施への協力

・メルカリ活用による不用品販売によるクラブファンドの本格運用およびクラブファンドの使途検討

今年度の予定

・2022年 7月16日（土） 第1回評議会（東京西クラブ）

・2022年 10月15日（土） 部大会（富士五湖クラブ20周年記念祝会）

・2023年 2月11日（土） 第2回評議会（甲府クラブ）

・2023年 5月13日（土） 第3回評議会（松本クラブ）

「会長主題」
中村 吉孝



▼東日本区大会開催

日時：2022年6月4～5日（Zoom）

当初、一部対面でも検討されていましたが、昨年度に続きオ

ンラインにて開催されました。東日本区大会に合わせて3日

には役員会、4日午前中には代議員会、午後にはメネットア

ワー、5日午後にはユースアワーも開催されました。

▼東京武蔵野多摩クラブ2022年6月例会報告

日時：

2022年6月9日 午後7時～8時半（ハイブリッド開催）

出席者：

会場参加：板村、出沼、中村、宮内、山口、渡辺

ズーム参加：伊佐、江夏、小林

西センターでの開催。ズーム参加も併せて、9名参加。2021-

22年度総会として開催した。

まず、渡辺会長からコロナ下でのほぼオンライン(後半に多少

ハイブリット)開催での苦労した報告があった。ただ、オンラ

インで集まれる良さもあり、神戸学園都市クラブとの合同例

会を行えた。ハイブリットの良さは今後も生かしていきたい

とのこと。西東京YMCAの活動中止も大きな影響を受けた。

ともかく、大変な状況の中、いろいろな知恵を出してもらっ

た年度であった。ご苦労様でした。

引き続き中村次期会長より、次期の方針や今後の予定・予算

等の説明を受けた。

この厳しい状況の中で、まず会員増強に力を入れていきたい。

そのために例会に魅力ある卓話者を呼ぶこと。すでに例会ス

ピーカー候補が複数上がっており、新会長の意気込みを感じ

た。また、西東京YMCAの今後に関し、積極的に支援を行っ

ていきたい。また、例会の在り方も、ワイズを知らない方に

も気軽に参加しやすく工夫をした例会としていきたいとの。

クラブ会則に関しては、現状と違っているところもあるので、

区のモデル会則も参考にして来月以降、見直すこととした。

6月第二例会は25日(土)に久しぶりにネージュでの食事会とし、

楽しいひと時を持つこととした。感謝。

渡辺会長の大変だった2年間を振り返り、中村新会長の新し

い年度に向けて気持ちも新たにスタートすることを実感でき

た時間であった。

▼東京武蔵野多摩クラブ2021-2022年度総会記録

日時：2022年6月9日 午後7時～8時半

参加者：伊佐、板村、江夏、出沼、小林、中村、宮内、山口、

渡辺 (10名中9名参加)

１．2021-2022年度会長総括

①例会実施状況

②ブリテン発行状況

毎月発行ができた。（中村さんに感謝）

③活動総括「会長主題：原点に立ち返って何ができるか考え

よう。」

今年度も昨年度に引き続き、新型コロナウイルスの影響で

いろいろなイベントが中止になったり、オンライン開催に

なったりした。そのため、参加を断念せざるを得ない場面も

何度かあった。（さくらフェスティバルなど。）

例会がリモート形式になっていたので出席することができ

てよかった。

今後の課題として、YMCAとの関係をより良くしていくこ

と。DBCクラブとリアル交流会を開催することが考えられる。

２．会則の改定

①変更箇所を検討した。定時総会を年1回（6月）にすること。

「てにをは」の修正などを検討した。区ホームページのクラ

ブ会則案も確認し、再度検討することとした。

３．次年度の方針

中村次期会長より、資料に基づき説明があった。

①会長主題：「未来に向けて、まずは会員増強から」

②重点目標：

・魅力ある卓話者の設定により例会プログラムを充実し、

同時に入会候補者を積極的に招待する

・休会メンバーにも声をかけ、例会への参加を促す

・東京YMCA西東京センターの今後の運営動向を把握

し、新たな拠点作り等において、クラブとして積極的

に支援を行う

③予算 下表参照

④例会ではワイズ以外の方が参加しやすい工夫をする。

（ワイズソングは歌わない）

例会はハイブリット実施。事務会はズーム開催とする。

４．仮決算（6月8日時点）

宮内会計より、別紙に基づき説明があった。確定後、伊佐監

事による監査を行う。

(記録：山口)



＜東京YMCA便り＞

▼夏プログラム受付開始

6月8日より夏のプログラム（キャンプ・デイキャンプ・

水泳・英語プログラム・リトミック）の予約受付を開始

し多くのプログラムでキャンセル待ちとなっている。長

引くコロナ禍によらず子どもたちに豊かな体験を提供で

きるよう、感染対策を徹底して実施する。

▼東京・フロストバレーYMCAパートナーシッププログ

ラムとして、現地の夏キャンプに3年ぶりに日本から

リーダーを派遣。選考された7名のリーダーが6月16日に

日本を出発し約2カ月間、在米日本人の子どもたちを対

象としたキャンプのカウンセラー（リーダー）をつとめ

る。

▼6月17日に定時評議員会が開催され役員の選任が行わ

れた。代表理事の菅谷淳氏が重任し、小町正人監事に替

わって伊藤幾夫氏（元評議員）が同日をもって新監事に

就任した。

▼今後の予定

7月1日「早天祈祷会」（山手センター及びオンライン）

奨励：大谷博愛氏（学校法人東京YMCA学院理事）

7月18日「第9回フードパントリー」（東陽町センター）

出沼 一弥

▼東京武蔵野多摩クラブ6月第二例会（食事会）報告

日時：2022年6月25日 午後6時～8時半

参加者：伊佐、小林、中村、宮内、山口、渡辺、麻生、

大輪、野尻

場所：カフェ ネージュ（☆4.7）

東京都杉並区梅里1丁目19−11

2021～2022年の総まとめということで、新高円寺にある

カフェ ネージュ（メンバーの関係者のお店）にて、第

二例会を兼ねた食事会を行いました。冒頭に会長バッジ

の引継ぎ、決算の確認、今後の予定を全員で確認が終

わった後は、近況報告など休会中のメンバー3名の参加

もあり、久しぶりの再会を楽しみました。

渡辺

今月および今後の行事予定

7月13日（水）19:00～ 7月例会 東京YMCA西東京センター（ハイブリット）

7月16日（土）13:30～ あずさ部第1回評議会 東京YMCA山手コミュニティセンター

7月27日（水）19:00～ 第2例会（Zoom開催）

8月14日（日）15:00～ 8月例会（納涼例会）カフェネージュ

8月24日（水）19:00～ 第2例会（Zoom開催）

9月14日（水）19:00～ 9月例会 東京YMCA西東京センター（部長公式訪問）

メルカリファンド試験運用の成績発表！
（2022年6月25日）

「メルカリファンド」の1年間の試験運用へのご協力をありがとうございました。

２０２２年６月までの１年間で44点を販売できました。

現金の払い出し手数料（２００円）を差し引いた販売利益は、8,286円でした。

１点あたりの利益は、188円です。

引き続き 中村、渡辺、山口、宮内、板村、伊佐 出品中！


